
夏飾り楽しんでもらいたいです！ 

    

  
7 月 16 日土曜日、20 名のボランティアさんたちが夏バージョンの飾りつけを行いました。正面

玄関に飾った大きなクジラは、手芸グループメンバーのご主人が作成してくださいました。 

昨年、「空飛ぶクジラがいいね」と話していたことが実現しました。 

他の外来や２階から５階の廊下の壁にも、手ぬぐいアートや夏の絵も夏バージョンに変えて下さ

っています。コロナ第 7 波も夏の暑さも猛威を振るっていますが、夏飾りをお子さんもご家族も

職員も楽しんでいただければ幸いです。 
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ポーランドからの写真メッセージです。 

ボランティアニュース 7 月号に、オレンジクラブの皆さんがウクライナの人達の為に募金活動を

している話を載せました。寄付先についても触れました。「ユニセフ」と、ポーランドで日本語学

校副校長をされている「坂本龍太郎氏」です。坂本さんはウクライナから避難してきている子ども

たちへの支援をされています。坂本さんから届いたメッセージには、「… 戦争が始まってから２，

３カ月が過ぎてから、通院や入院が必要な子供たちが多く避難してきました。… 今でもウクライ

ナ国内には避難できずにいる子供たちがたくさんいます。彼らは避難したくてもできない、身体

的な理由や病気を抱えているケースも多々あります。彼らをサポートしていくため、大量の医療

物資をウクライナに運び込みます。この 4 か月ずっと変わっていない支援物資はやはり医療物資

です。…」（全文はボランティアニュース 7月号に掲載しています。）写真も届きましたので、ご紹

介いたします。 

   

     

    
（ユニセフからも、募金を受け取りましたという連絡を頂いております。） 


